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【１．開会】 
山本教育長      ただいまから９月の定例教育委員会を始めます。  
【２．前回議事録承認】  
【３．議事】 
山本教育長      本日は議決事項がありませんので、協議事項からとなります。

本日の協議事項は９月定例市議会教育委員会関係質問答弁につ

いてです。事前に資料を配付させていただきましたが、ご質問

等がありますでしょうか。  
渡邉委員       図書館関連の質問が多くて、うれしい反面、難しい課題もあ

るということを拝見させていただきました。雑誌スポンサーに

ついての質問がありましたが、継続していく上で人気のある雑

誌とそうでない雑誌とが出てくると思いますが、人気のない雑

誌はもういいやということにならないような工夫があればと思

います。また、図書館のレファレンスサービスについてご存じ

でない方もおられると思いますので、その辺りの広報について

市報等で積極的に行っていただければと思います。  
高橋補佐       雑誌スポンサーは１０月から１者増え、１５事業者、５０誌

になります。皆さん自分の会社をＰＲしたいというよりも社会

貢献したいという目的でご協力いただいておりますので、嬉し

く思っております。これを気に来年購入する雑誌を増やすこと

ができれば、より多くの方にスポンサーになっていただくとい

う循環ができるのではないかと考えております。  
渡邉委員       例えば小児科医でしたら子ども向けの雑誌を希望されると思

いますが、それはずっと続くのですか、１年毎に見直しがある

のですか。  
高橋補佐       単位は１年ですが、継続更新できるようになっていますので、

今スポンサーになっている方がもう１年やりたいということで

あれば、その雑誌を選んでいただくことになります。  
渡邉委員       継続という形で雑誌を指名できるということですね。  



 
高橋補佐       単年で終わらずに続けて選ぶことができるようにしています。

また、新しい方が来られた時に希望する雑誌がないといけませ

んので、全体数も増やしていく必要があると思います。  
渡邉委員       あまり人気がない雑誌でもこれは置いてほしいというものも

あると思うのですが、そういう雑誌については例えばくじ引き

とかになるのですか。  
高橋補佐       そういう雑誌は難しいですね。そこが公費を使っている大事

なところでもありまして、数や人気じゃないところの雑誌につ

いても大事にしていく必要があります。  
渡邉委員       雑誌は基本すべてスポンサー企業でまかなっていく形ですか。  
高橋補佐       スポンサーのお金があてにできないから買わなくても良いと

いう雑誌はありませんので、市の方で予算をつけてという形で

す。  
渡邉委員       人気がない雑誌でも購入されるということですね。安心しま

した。  
中田委員       雑誌に関してですが、業界に特化したような専門的な雑誌と

いうのもあると思いますが、業界的にはそういったところも一

般に知ってほしいという思いがあって、本当はそういった雑誌

のスポンサーになりたいが、リストにないので難しいというこ

ともあると思います。その辺り今の状況では難しいと思います

が、今後スポンサー側からのこういった雑誌のスポンサーをし

たいといったリクエストに対して応えられることができるのか

という部分を考えてもらえたらと思います。  
高橋補佐       今表に出ている雑誌が約１００誌で、本は８５，０００冊く

らいになります。その中で住民の方の読みたいもののリクエス

トをどんどん入れていきたいと考えております。小さい雑誌に

なりますと置き場のことやバランスのこともあって、スポンサ

ーの方が皆野球の雑誌をということになると、ほとんどが野球

の雑誌になってしまいます。思想的なところや偏りもあって、

市としてバランスを取らせていただいているというところもあ



 
りますが、そういった考えがあるということは館内でも共有し

たいと思います。  
山本教育長      そのほかいかがでしょうか。  
十河委員       市民図書館が新しくなり、実際に使ってみて、使いにくい部

分を拾い上げ、改善されて、使いやすくなっていくのだと思い

ます。私も県立図書館に行く予定にしていたのですが、実は市

民図書館でも検索できるということを後で知り、後日時間を延

長して、データベースを使わせていただきました。身近ででき

るということで、私自身すごく助かりましたので、素晴らしい

サービスがあるということをどんどん告知していただけたらと

思います。また、これからいろいろな意見が出てくると思いま

すが、皆が使いやすい市の拠点として進めていただきたいと思

います。  
山本教育長      県立図書館に限らず、国立図書館までつながることも可能と

なっていますが、県を出ますとお金がかかるようになっていま

す。これは本の郵送料になるのですが、絶版になっているもの

や希少なもので都会に行かないと見ることが難しいものであっ

ても見つかる可能性も出てくると思います。委員からご指摘が

あったようにまだレファレンスが上手にできていない部分もあ

りますので、カウンターに案内を設置したり、職員がフロアに

積極的に出ていくことで、利用者が相談しやすい環境づくりに

取り組みたいと考えております。また、先ほど話がありました

広報についても機会をとらえて、積極的に行っていきたいと考

えております。そのほかいかがでしょうか。  
中田委員       通学路の安全対策について、教育委員会が各学校からの情報

をもとに、市の関係課、警察、地元の関係者と合同点検を実施

し、必要な安全対策の検討、立案を行い、改善を図っていると

ありますが、教育委員会がそういったことを集約することが良

いことなのかなと。安全対策については、近隣の方が「ここは

安全」、「ここは危険」ということを判断しながら指導してい

くことが大事で、それを教育委員会が集約するということであ

ればわかるのですが、それを最初からやっていくということに

なると膨大な仕事量になると思います。私も小学校のＰＴＡ時



 
代に関わった経験がありますが、膨大な作業量で、校区内を東

中西に分け、３年かけてマップに落とす作業を行いました。各

校に教育委員会からこういったポイントでチェックしてくださ

いということを伝えて、それを集約するような形が効率的で時

間も短縮できるかと思いますが、その辺りはいかがですか。  
山本教育長      今は統一するところが学校になっていますが、警察や市の担

当課だけでやるのではなくて、見守り隊の方をはじめいろいろ

な方が「ここは車がスピードを出すので危ない」「ここはショ

ートカットしてくる」といったことを教えてくださいます。犠

牲になるのは交通弱者である子どもたちで、八街や大津の交通

事故や大阪のブロック塀の事故を踏まえて、担当部署の方で危

険個所に三角コーンを設置する等の対策をしていただいており

ますが、もっと運転する側に呼び掛ける必要があると思います。

車間距離が短かったり、スピードの出し過ぎだったり、ここは

一時停止しないと危ないというところでスピードを落とさずに

突っ切ったりということがあります。危険個所は見つけても交

通マナーがまだまだという部分が大きいので、子どもがそうい

った犠牲にならないようにやっていく必要があると思います。 
大きな事故が起こると、「安全点検して結果を報告しなさい」

ということはすべて教育委員会に来ますので、そこは教育委員

会がしないといけないのかと思います。  
中田委員       そこはわかるのですが、本当に危ない箇所というのは地域の

中で出てきて初めてわかってくるものだと思いますので、全体

を教育委員会がやろうとすると結構時間がかかると思いますの

で、短期間で集約してわかるようにするには、分担して作業す

ることが必要だと思います。なんでもかんでも教育委員会とい

うことではなく、学校やＰＴＡ、地域の方が考えたものを上げ

てもらうようにしないと効率的に危険個所を把握することがで

きないと思います。  
渡邉委員       １年生が最初に保護者と一緒に通学路を歩いたりされると思

いますが、そういったものを利用して、気が付いたところを教

えていただくような形でも良いかと思います。  
十河委員       教育委員会だと膨大な量になると思いますが、各小学校区で



 
あれば小回りが効くところもあると思いますし、今まで安全だ

ったところが、状況が変わって危険になった場合でも把握しや

すく、随時更新もできるのかと思います。  
柳楽補佐       通学路点検については、一度にすべてはできませんので、小

学校区毎に日にちを設定して、実際に歩いてみて、それぞれの

立場からここには何が必要かというところの意見を出してもら

っています。  
中田委員       こういった質問が出るということは、スピード感を持って、

見える化していく必要があると思います。時間をかければでき

ると思いますが、それでは最初に見たところが手遅れになって

しまい、違う問題が出てきかねないので、スピード感を持って

やるためにはどうしたら良いか、誰に協力してもらったら良い

かという部分を一度組み立て直したらどうかと思います。  
山本教育長      今だと、担当がすぐに実際に現場や子どもたちの通学の様子

を確認し、指摘のあったところはすぐに動いて、「遅過ぎ」と

いうことにならないよう動いております。うち以外の担当課も

意識を持ってくれており、ありがたいと思っています。この辺

りを更に強化して、連携を密にしながら進めていきたいと考え

ております。そのほかいかがでしょうか。  
十河委員       今日もみなとテラスを覗いた際に高校生たちがいっぱい勉強

していて、良い居場所になっているなと思っております。てら

すくーるの話も出ているようですが、その辺りのいきさつにつ

いて教えていただけないでしょうか。  
松本課長       島根大学の学生が中心となっているウェイキーという団体や

広島大学の学生が作っているみなみかぜ文庫等３つの団体が中

心となって、みなと生徒会という組織を立ち上げまして、その

活動の一貫でウェイキーの方が指定管理者と協議して、学習室

として会議室を開放して、そこにウェイキーの学生も入って勉

強を教えたり、学生の相談を受けたりということを自発的にさ

れたいということで９月３０日から１週間、先ずはトライアル

的にスタートしたのが、てらすくーるの取り組みになります。

生涯学習課としては、みなとテラス学港という事業の中に位置



 
づけていますので、社会教育指導員の片平が一緒に動いている

ところです。  
十河委員       高校生たちも居場所ができるし、大学生に勉強を見てもらえ

るというのは心強いですね。  
松本課長       これから指定管理者ともいろいろ協議が必要になりますが、

例えば部屋自体は何時から何時まで開いていることがベースに

あって、その内何時から何時まではてらすくーるとして大学生

がいますというような組み立てになるような形になるのかなと

思います。生涯学習課としても居場所づくりというところを一

番の目標にしていましたので、何とか形にできそうだというと

ころでうれしく思っております。  
山本教育長      そのほかいかがでしょうか。  
十河委員       芝刈り機のことについて、現状陸上競技場の芝刈り機をスポ

ーツ広場に持って行って、芝刈りを行っているということです

が、陸上競技場の方は今芝刈りができていないということでし

ょうか。  
松本課長       陸上競技場については、現状すぐに刈り込まなければいけな

いという状況ではないので、今のところはスポーツ広場に持っ

て行って使用しているのですが、１台しかないので必要であれ

ば運んでくるという状況です。  
十河委員       今のところ、それでまかなえているということですね。  
松本課長       陸上競技場の方は今のところ伸びすぎて困っているという状

況はないということを確認しております。予定では補正予算が

承認された段階ですぐに入札して、１０月２２日までに納品し

てもらうようなスケジュールを考えております。  
十河委員       照明が暗いので改修するような話もあったと思いますが、進

捗状況はいかがでしょうか。  
松本課長       今最終的に詰めている状況で今年度中にはこういう形でとい



 
うところを決めて設置したいと考えております。  

山本教育長      その他よろしいでしょうか。それでは協議事項は以上となり
ます。ここからの進行は事務局の方でお願いします。  

足立補佐       それでは報告事項について教育総務課よりお願いします。  
【４．報告事項】 
《教育総務課 生涯学習課 行事等報告》 
伊平屋村交流事業について柳楽補佐より、コロナ対応等について松原局長より報告  
足立補佐       ただいまの説明について質問等ありますでしょうか（質問等

なし）。  
【５．閉会】 
山本教育長      それでは本日の定例教育委員会は閉会といたします。ありが

とうございました。 


